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伊豆下賀茂温泉の

ケｰスヒストリｰ(過去の事例の歴史的検討)

1.はじめに

エネルギｰ危機が叫ばれる度に地熱利用がクロｰズ

アップされるのであるカミ火山国でありかつ水にも恵

まれたわが国で地熱発電がなかなか進展しないのは既

存の泉源地帯およびその周辺地帯カミ最初から開発対象に

租らないためである｡年間の浴客数1億5千万人消

費額推定3,000億円にの年るわカミ国の温泉利用(K㎝か

眺肚eta11970)は金額に現われない自然景観美も

含めれば国民生活にはかり知れない影響を与えている.

したがってこれといかに調和を保つかを考えなければ地

熱開発の進展もあり得ないわけでこれは諸外国に例の

恋い日本独自の研究課題といえよう.

地熱温泉の研究が環境地学の中で正当な地歩を占めよ

うと欲するなら上記の問題は重要テｰマと放る.来

たる地熱新時代において人工による開発とそれが自然

に与える影響についての予測を可能にすることがそのテ

ｰマの最終目標である･この場合目本はあ着意咲で

地熱の既開発国であることを忘れてはたらない.それ

は上に述べた巨大な温泉利用の大部分が人工開発に頼っ

ているからである･最近の米国大統領のエネルギ⊥教

書の地熱の項には“環境問題を考えた上で"と但書

がついているが同じ環境問題といってもほとんど未開

発の米国と日本とではその中味がちカミう.既開発の日

本では開発によるけたちがいに大きい熱水のかくとく

や過剰揚湯による泉温低下放との事例はすでに経験

ずみ校のである.

熱海温泉では明治37年にすでに“濫掘"状態どたり

大間欠泉が危機にひんし時の地質掬査所技師神津淑祐

はこれを調査しその対策を論じている(神津1912).

箱根温泉には大正5年頃開発の波が押しよせて来たと

いう(大木･岩目ヨ1966).一口に地熱開発といって

も泉源開発にまで拡張解釈すればわが国は70年の開発

史を持っている.これはイタリア､の6q年に匹敵する

長さでこれら過去の事例の歴史的研究(ケｰスヒスト

リｰ)はこれからの地熱開発技術の評価(アセスメン

ト)にとって必要欠くことのできないものと思われる.

しかしこのような研究は探してみると案外少ない.

温泉研究はきわめて多方面にわたっているので思わぬ

所によい研究があるか{)知れないが少なくともわれわ

角溝愛

れ地学者の眼にふれる所にはまれである.この点上に

引用した大木･岩田(1996)のレポｰトは酒税た筆

致の中にわれわれの渇をいやすものを含んでいる.

さてしかしながら実際にデｰタを集めてみようと思

うとどこから手をつけてよいかなか柱かわからない.

そこでここに一つの例として昨年伊豆の下賀茂温泉に

おいて資料収集してみたものをここに紹介してみようと

思う･文はデｰタ中心としこれに上記の問題に関連

した若干のコメントを加えてある.(写真説明にでてく

る“福田屋アルバム"“福田屋乾板"および“福固屋絵葉書"

について説明をしておく｡大正12年12月8目に温泉旅館福田

屋で葬儀が営まれた.これは同家の一族の方が東京において

同年9月1日の関東大震災において遭難されそれを弔うたも

のである.この葬儀を撮影するため東京湊川から写真師が

招かれたが彼は葬儀の撮影のついでに折から泉源開発ブｰム

にわく下賀茂温泉を撮って回った.“福田屋アルバム"はプリ

ントされて整理され撮影時の確かなものであり“乾板"と“絵

葉書"は多分この時の彼の作品と推定されるものである)

2.下賀茂温泉の現況

下賀茂温泉は伊豆半島の南部静岡県賀茂郡南伊豆町

'にある.利用源泉は約50あり大宇下賀茂から大字

加納にかけて東西約2k㎜南北約1kmの地域を占め

ている･伊豆半島の東海岸に沿って分布する熱海熱

川河津および下賀茂の4つの沸とう泉地帯のうち最も

南に位置している.

伊豆半島の南端の石廊崎から距離にしてわずか5km

しか隔たっていたいのでもともと気候温暖在所へ持っ

て来て豊富な地熱に恵まれているのでこれを利用し

た温室経営カミ盛んに行なわれている.湯けむりの中に

立並ぶ温室灘は下賀茂温泉の象徴である.適当な農業

統計が手もとにないので正確匁ことはわからないが下

賀茂における地熱の農業利用は全国一では恋かろうか.

昭和44年の経済金同庁の調査(地熱調査会1969)によ

れば下賀茂には農園12養鶏場1研究用温室2カミあ

り温泉ののべ面積は10,700m2にのぼっている..

もちろん入浴への利用もないわけでなく昭和46年

の環境庁統計では旅館数が!3と扱っているからまず中

程度の温泉地くらいの規模は持っていることになる.

ここで忘れてはならないのは禺立湊病院への送湯が行な�



われていることでここの温泉療養は海軍病院時代から

の古い歴史がある.また現在は行なわれていないが

一時は製塩工業が盛んに行なわれ産出温水の半ばがこ

れに費やされた時期もある位である.下賀茂は地熱の

多目的利用のメッカ的存在といっても過言ではない.

下賀茂温泉は行政的には静岡県下関保健所の管かつ下

にありその指導のもとに南伊豆町温泉協同組合(以下

温泉組合と略称)があってこれが常時温泉の実態調

査を行なっている.このデｰタによれば昭和45年8月

現在で利用源泉は49あり60～10ぴCの温水を毎分約

6トンの割りで生産している.これを熱量に換算する

と4.7×108cal/minと放りこれに噴気による放熱量も

合算すればFUKUT㎝I(1961)の熱階級Wくらいに属す

ると思われわカミ国でも第1級の温泉地ということがで

きる.

3.下賀茂温泉の開発略史

下賀茂温泉の開発は大正9年(1920)年の岩崎吉太

郎氏による慈雲寺下の元湯の掘さくの成功から始まって

いる.これを契機として泉源開発が急速に進行し約

20年を経た昭和16年までに合計53の井戸が完成し今日

みる下賀茂温泉の姿がほぼでき上った(この間の事庸は

旧南中村温泉台帳をもとに作製した年度別井戸掘さく

数第1図からうかがうことカミできる).この時期の

泉源開発の誘因となった温水需要の増大は温室農業の

勃興にその原因があったようで元湯掘さくの前年の大

正8年に温室農園の瑞農園が開業しているのは偶然では

ないと思われる.

昭和17年になると大戦の開始の影響であろう新井の

掘さくはまったく中断されこの状態が昭和33年まで

17年続いた.この時期はその代り戦中戦後の食塩不

足を反映して製塩業カミ感んに行なわれた.昭和34年に

なると再び開発ブｰムが訪れる.これは明らかに国民

生活の向上に伴った観光需要と関連がある.しかし

この第2期の開発は昭和24年に制定された温泉法に基づ

いて行政指導が行なわれ泉源保護地域の設定(昭和39

西部の自噴地域の風景

右端は八重が瀬湯手華.

前中央は其中温泉左

は森前場其申温泉の

蒸気の向こうは吉沢養

鶏場(八重が瀬湯を利

用)､

熱水を3辺21/minの割

面積396m2でバナナ

ナ�
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年)などによって温水生産力ミコントロｰルされるように

第1表下賀茂温泉年表

なっている.このほか現実の温水需要の問題もあっ

年代1竣工源泉1でき事1県･国の温泉行政てこの時期に掘さくされた新井の大部分は未利用の状
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態にある(第1図参照).
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①天然源泉利用時代(大正8年まで)

②泉源開発時代(大正9一昭和16年)

③開発中断時代(昭和17-33年)

④泉源保護時代(昭和34年以降)

に大別することができる.

以下各時代を順を追って述べることにするが資料

の散逸のおそれのある①および②の時代を中心に記述す

ることになる.③および④の時代については引用文献

を参照していただきたい.①および②の時代を主とし

た下賀茂温泉の年表を第1表にかかげてある.

4.天然源泉利用時代(大正8年まで)

下賀茂温泉における最古の利用記録といわれる慈雲寺

創設縁起には永禄年間(1558-1569年)に土地の住

民カミ川原の砂礫の中に湯舟を作り自然に湧出する温泉

に浸っていたと記されているという(石井ユ957)･下

賀茂温泉にかつて多数存在したといわれる温泉露頭はそ

のほとんどが青野川岸の沖積層から湧出していたから

自然川原の沖積層を掘って枠組を作りそこを露天

風呂とすることになったのであろう.このよう恋露天

風呂は慈雲寺から下流約300mの所に大正12年までは

確実に存在していた(写真3および4).

このような川原の露天風呂でなく川の面から2～3�
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第2表下賀茂温泉における1924年(大正13年)までの竣工源泉(南中村温泉台帳による)
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4.55大11･5(ユ922)〃

O.91文久2･(1862)大13･7･22
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重な文献は南中村温泉台帳である.

南中村温泉台帳は石井(1957)によれば｢大正10年

に温泉法が施行され翌大正11年に始めて源泉所有権の

登録カミ約10か所について行荏われた｣ということである.

この台帳(第2図)には竣工年月日と許可年月目とが記

載されている･したがって竣工カミ許可より古くなって

いるものカミすなわち台帳作製時の既存源泉であるとみ

なしてよいわけでこの方法で調べてみると台帳作製

時の既存源泉は22となる.これを第2表にかかげてお

く.22の源泉の竣工年月は多分いい伝えとか古文書

とか記憶によって記載されたものであろうか人よその

所は信じてよいと思われる.

第2表の22源泉のうち岳の湯第二宝の場および元湯

の3つは深度からみてもわかるように機械掘による

ものでありまた瑞農園二号一号三号宮の湯(小

島)および倉の湯の5つは機械掘が始まってから手掴

で掘ったもののようであるからこれら8つを除いた14

源泉が純粋に開発以前の源泉ということカミできる.

第2表からもわかるように14源泉のうち4源泉はすで

に江戸時代に竣工している･河原湯大湯(湯之本)

加納湯および湯之本場カミそれであるカミ前3者は共同浴

場であるから住居とは離れた場所にあったものである

第2図大正10年にはじめて作られた南中村温泉台帳�
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う.写真5は明治7年紀竣工した官の湯(貝詰)の共

同浴場の大正12年頃の写真であるが､し記の共同浴場の

形も大体このよう恋ものだったと思われる幽

明治に入ると掘下げ式の浴場の上へ佳屠あるいは旅

館が建築されるようになる.明治8年竣工の遠見一号

泉(写真789)はその典型で当時すでにこのよ

うな瀦酒な温泉浴場が建設されていたわけである.こ

の種の建築は現在東湯紀伊国星湯坂の場および湯

端と4つ残っている.もちろんそのいずれも枯渇して

いるが往時の下賀茂温泉を物語る文化財である.な

かでもその昔幸田露伴が好んで来遊したという東湯(写

真10)などは保存に値しよう.

遠見一号泉の所有者であった福田屋旅館主渡辺彦蔵氏

写真⑨遠見…号巣の浴槽跡

温泉台帳には幅1.22m長1.82m深さ3.38皿と記載してある.この

程度の源泉が浴槽中央部の草むした部分にあったのだろう.浴槽へ

は青野川の永が自然流下式に尊びかれる構造になっていてこれによっ

て温度調節をしたといわれる.昭和19年に廃止したといわれる.

カミ明治17年に作った｢豆州下賀茂温泉場之図｣(写真

11)は12の温泉分布と温泉の効能が記載され当時の

ひ匁びた湯治場がしのばれる.

明治政府はその初期から温泉の国民生活上の重要性

に注意をはらっていたようで明治6年以来しばしば地

方庁に温泉の実態調査を命じている(松永1958).明

治19年に内務省衛生局から発行された日本鉱泉誌3巻は

これらの調査を集大成したものでけだし当時としては

圧巻であったと思われる.この鉱泉誌が下賀茂温泉に

ついて記述するところを再録すれば

｢青野川二沿ヒテ数所二涌出ジニ湯ヲ其最ト為ス而メ

大場ハ川岸土礫ノ中ヨリ発シ正湯ノ･山麓ノ田畔ヨリ出ツ

道路便テラス浴客年平均大湯三百六十人正湯百人｣.

明治14年の竣工.

写真⑩東湯の跡

幸田露伴がしばしば訪れ文筆活動に従事した.

ケ

1つおいて加納湯とな

り一､切顯予川に沿っては下流からゆ

ぱた湯河原湯東湯湯の本場といっ

た所㌢は改かろうか.もちろんこれは

まったくの推測であるが……(渡辺栄氏

提供)�
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日本鉱泉誌発行後約30年を経て大正4年石津利作に

よってMinera1SpringsofJapan(Is亘IzU1915)が

まとめられたのであるがこの中には大正2年3月9

目の調査として加納共同湯(71.0T)目詰共同湯

(79.ぴC)下賀茂共同湯(77.OT)正湯温泉(63.

0oC)紀伊国星湯(73.0.C)および“慈雲寺前"(100

T)の6泉源が記載され旅館5軒浴客4,030人(大

正2年)となっている.明治19年から27年を経て浴客

数は約9倍と荏ったわけである.温水需要も1けた大

きくなったことであろう･このように浴用温水需要カミ

徐々にではあるカミ高まってゆく中で大正8年の温室農

園瑞農園の開業は下賀茂温泉の温水需要に一大変化を

もたらしたと思われる.瑞農園は下賀茂温泉の東部

青野川と南野川との合流点近く2つの川に挾まれた場

所にメロン栽培を目的として豊田稽古氏によって始めら

れたものである･その近代的な外観は(写真12)から

十分にうかがわれる.

瑞農園も開業初期の頃は揚湯に苦心したということで

(渡辺栄氏口述)泉源開発への素地は十分にととの･､

ていたわけである.

離れていない(写真1314).大元湯は元来下賀茂でも

っとも高温(沸とう点)でかつ唯一の岩盤湧出の源泉

であったから純粋な意味の新泉開発とはいえ扱いが

地下の被圧熱水の存在を実証したことに意義カミあったと

思われる.

この成功に力を得たのであろう.彼はこれから上流

の無徴候地の新泉源を求めてゆくことになる.大正11

年に彼は宝の湯の大噴泉の掘さくに成功した.この噴

とう泉は下賀茂温泉では古今を通じて最大のもので

“福田屋絵葉書"には噴とうの地上高36味と記載され

てある.

大正13年春京都帝国大学の中村新太郎教授がここを

訪れて宝の湯の噴湯の写真を雑誌｢地球｣に掲載し

一躍全国にその名を知られるようになる(写真1516).

中村教授の記載するところによれば(中村1924)そ

賀茂では伝説的になっている.それ位人人の驚異の

的であったらしい.

写真⑫

瑞農園の温室(大正12

年頃)

三辺{こちがv･ない岨

写真⑭

現在の元湯(機械掘一号泉)大正9部

のボン三小屋で

的位置がわかる.

大元湯と元湯との相瀞'苗

ここならば成功率

100%であったろう,�



の時大きい方の噴とう泉(宝の湯二号)は毎分1斗(18

〃)の害1峰で噴出し噴水柱は地上約10尺(3m)の高

さに達し井戸の回りの湯ための温度は49Tであった.

続いて岳の湯新湯登竜湯などが掘さくされている.

中村教授によれば大正13年に岳の湯では噴出量4.2斗

毎分(76Z/min)噴出高地上13尺(4m)であり湯

ための温度は49.Cであった.聞いた話として岳の湯

の深度2尺(60cm)で105.Cが記載されている.元湯

では中村教授自身が!0ぴCの温度を測定しておられる.

大正9年以降従来の手掘りの井戸も5つ竣工してい

るが大正11年3月の宮の湯(小島)を最後に手掘り

は作られていたい.ふつうの深さ2～3m深くても

5mの深さの手掘り時代はこうして完全に終わり深さ

30～100mの機械掘り時代に入ることとなった.

開発時代初期の状態の泉源分布を示すものとして渡

辺栄氏所蔵の“伊豆賀茂温泉場路図"(第3図)がある.

写真⑯現在の宝の場

やぐらのあるのが第二宝の激エアリフト管がみえる.写真中央あ

たりの鉄板のふたのあるマンホｰルのような所が第一宝の湯で現在は

利用されてい鮎'.金体が土盛されて写真15にみられる石組みの湯だ

めなどは埋没しているが鉄板の下にわずかにそれをうかがうことがで

きる.

写真⑮大正12年頃の宝の湯の噴湯

“福田屋乾板"のユつ中村新太郎教授によって雑誌r地球｣に掲載された有名

な写真である(中村1924).右が第一左が第二宝の湯である.大正13年寮.

中村教授カ童ここを訪れられた時は第一宝の湯の方は閉塞していたという(渡辺栄

氏提供).

写真⑰登竜湯の噴とう

“福田屋乾板"の1つ.

大正12年の撮影と思われ

る.南中村温泉台帳で

は昭和元年竣工となって

いるカミこれは改修か何

かでおくれたものでは征

かろうか(渡辺栄氏提供).

写真⑱

岳の湯の噴とう“福困

屋乾板"の1つ.背景､

の地形からみて岳の湯'

(大正11年竣工)である{�



第3図昭和2年頃の下賀茂温泉略図(渡辺栄氏提供).

南中村温泉台帳と照合してみると昭和2年の始めに作

られたものであることがわかる.それから2年後の状

態を示すものとしては静岡県庁薬務課の永田政一氏が

測図したといわれる｢二千分の一下賀茂温泉実測図｣カミ

あるのであるがこれは原図の痛みがひどくここに再

録できない.泉源分布のみならず井戸の水位の測量

がなされている貴重なもので原図の修復が望まれる.

昭和10年頃もまだ盛んに泉源開発は続けられている.

この頃福富孝治氏か下賀茂の温泉について地球物

理学的な研究を行なっているカミその一つ福富(1942)

にその当時の自噴井分布がのっている(第4図).

大正9年に始まる新泉源の開発か温室農業の発展と

関係があるらしいことは前に述べたカミ実際にこの時

期の温室の竣工の年表を作ってみればその相関性がわ

かるであろうが手許にはその資料はない.瑞農園に

ついては大正8年の開業から昭和16年の閉園までの

経緯は鈴木(1969)に述べられている.大正8年以後

少なくとも大正13年まではまだ温室の増設は行狂われて

いない(中村1924).しかし大正!5年には増設が

始まったようである｡それは同年に竣工した高島鉱泉

一号の名称カミ高島農園に由来することから想像される.

豊富な湧出量を誇る南窓湯や入山温泉も温室農園の南

窓園や入山農園に由来している.恐らく温室の新設が

新泉源開発を要求しその開発がさらに温室増設を促が

すといったやり方で下賀茂温泉の開発は進行したと思

われる.

�

“

Ω300m

開発中断時代(昭和17-33年)

この17年の間には新泉源開発

はわずか3弁に過ぎず完全な開発

戦∴㌻･μ

第4図昭和10年頃

の泉源分布図(福富1942)

中断時代である.これは明らか

に戦中･戦後の経済停滞と関係

がある.昭和16年には瑞農園が

戦時統制が原因で閉園しているし

ボｰリング機械も南方戦線へ徴発

されて行ったという(渡辺栄氏口

述).�
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正年和代

第5図大正末期の泉温低下

この時代の花形

は製塩事業である.

石井(1957)によ

れば製塩業は昭和

18年から始まった

とのことでこの

年に桜井製塩(株)

が開業し昭和21年

には埼玉県農業会

経営の埼玉製塩カミ

開業している.

この時期に掘さく

された埼玉一号お

よび同二号の新井

は名称からして

製塩用が目的であ

ったと思われる.

昭和31年の調査

(静岡県衛生部

1957)当時は産出

温水計約560×106

ca1/minの実に50

%が製塩に利用さ

れている.残り

が温室･浴用にそれぞれ40%10%利用されている.

生きることにせい一はいであった世情がしのばれる.

昭和31年当時の下賀茂温泉における自噴井天然

湧出泉および天然露頭の分布(静岡県衛生部1957)を

みると約20年前の自噴帯(第争図)がほぼ健在である

ことがわかる.

7.泉源保護時代(昭和34年以降)

昭和34年からこれまで中断されていた新井掘さくカミ

再び盛んとなる.この第2のブｰムは第1のブｰム

が農業需要と関連したのと異なり明らかに浴用需要に

関係がある.箱根温泉でみられた交通の発達→浴客増

加→新泉源開発というパタｰン(大木･岩田1966)が

下賀茂にも現われ始めたわけである.そして再び大正

末期にみられたような泉温低下が起りはじめた.しか

し今回は昭和39年泉源保護地域が設定されその中で

は新井の掘さくは一さい認めないことと狂った.近年

の状態は資料も多いので説明は省略することにする.

8.旧三条温泉における泉温低下

三条温泉とは下賀茂温泉の東部の青野川と南野川との

合流点付近を中心に大正初期まで栄えた温泉集落であ

る･この地区は自然湧出を利用した源泉が多かったの

で開発に伴う影響を受けやすくいわば一種の観測井

の役目を果たしたともいえる.現在この地区の天然湧

出の泉源はまったく枯渇してしまったのであるがこの

枯渇の時期は泉源開発期と非常によく相関している.

大正末期の泉温低下の過程は南中村温泉台帳のデｰタ

を整理してみると一目瞭然となる(第5図).このデｰ

タは大正11年から昭和2年までの6年間にわたって測温

されたもので少なくともこの期間における泉温低下が

よく理解される.実際の開発は大正9年にはじまって

いるからその直後あたりから影響カミ現われはじめたも

のと思われるカミ残念なカミらその辺の記録は残されてい

ない.大正14年といえば機械掘の井戸はまだ4弁し

か竣工していない.にもかかわらず影響は明らかに現

われている.そして翌大正15年にさらに9弁が掘さく

されるに及んで泉温低下は決定的なものとなっている.

しかも開発地域は三条温泉地帯から約1～2km隔たっ

ているのであるからこの応答の早さは注目に値する.'

しかしいずれにしても70～10ぴCの泉温を持つ泉源

灘が約6年の間に一きょに40～55Tに温度が低下した

のだからこれは当時大間題になったであろうことは想

像に難くない.

大正!0年に始めて南中村温泉台帳が作られ源泉の登

録が始まったのはその前年に始まる機械掘りによる泉

源開発ブｰムと無関係ではあるまい.前述のように石

井(1957)は｢大正10年に温泉法カミ施行され……｣と述

べているか松永(1958)によれば静岡県の法規として

存在したものは｢静岡県温泉場取締規則｣でありこれ

は明治38年7月に制定されている.下賀茂の泉源登録

がこの規則によって実施されたであろうことは台帳様式

が静岡県用紙を使用していることからもうかがわれる

(第2図).要するに大正10年という時は法制定の年

ではなくて登録の必要性が生じた年であったと推量さ

れるのである･手掘り時代は温泉権をめぐる紛争もな

く法令施行の必要性も薄かったのであろう.温泉台帳

に記された竣工年月目と許可年月目との前後関係から推

定すれば台帳の整備は大正11年8月28目から始まり大

正13年7月22目に終わっている.わずか22の源泉の登

録にまる2年も賞しているからずい分とのんびりした

作業だったらしい.ということはこの時期はまだ問

題がそれほど切迫していなかったことを示している.

この大正末期からの昭和初期にかけての泉温低下によ

って三条温泉は大打撃をこうむったか昭和31年の調

査にはまだ7つの自然湧出泉が存在していた.しか

しこれらも昭和34年から始まった第二の開発時代を迎え�
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て遂に完全に枯渇してしまったのである.温泉組合の

デｰタを整理してみると第6図のようになり掘下げ式

の泉源は完全に使用不能におちいっている.図のS-2

の湯の本場を例にとると昭和40年から泉温低下が著し

くまず11～4月の渇水期に使用不能となりこの状態

が5年続いた後昭和45年からは年間を通じて使用不能

となっている.S-6の坂の湯も似たよう荏経過をたど

っており前に述べた昭相初期の泉温低下も大体このよ

うな経過を経たものと思われる.第6図をみてさらに

気ずくことは三条およびその周辺の機械掘の井戸も一

部のものは泉温低下をしていることである.

上流地帯では泉温低下はまったくみられない.ただ

L唯一の天然湧出泉であった大元湯が泉温低下するこ

となく昭和40年に枯渇していることは三条地区と比較

して興味ある現象といわねばたらぬ.

9.泉源開発による産出熱量の変化

開発に伴う泉温低下について上にのべたが一方取得

熱量はどれほど増えたであろうか.これが飛躍的にふ

えなかったのでは開発の意味もたいことになる.

いま産出温水の熱量(10.Cを基準として)の変化

をみることにし一斉調査のデｰタのある大正8年昭

和3!年および昭和4年の3つの時期についてこれを試算

してみることにする.

大正8年とは機械掘りが始まる前年にあたっており

いわば処女時代の下賀茂温泉の状態を示すものである.

これに用いたデｰタは大正11～13年の南中村温泉台帳作

製時のものである.この時はすでに機械掘りが始まっ

ているので多少はその影響があったかも知れない､

しかし前にも考察したようにこの時点では影響はさ

ほど顕著でなかったとみられるふしがあるので人よそ
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第6図

昭和40年代の泉温

低下

(白丸は機械掘丼)

処女時代の数値に近いと思われる.利用源泉18総熱

量約70×106ca1/minである.うちS-1のみが他の

泉源より大きく36×106ca1/minと全体のほぼ半ばをし

めている.この泉源は南伊豆町湊の旧海軍病院(現国

立湊病院)へ送湯していたもので多分揚湯していたも

のと思われる.これを除けば他の!7弁は平均2×106

ca1/皿inに過ぎない.!8泉源の分布図(第7図)をみ

るとおおむね青野川に沿って分布しているがとくに東

ダ
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第7図

大正8年頃の利用源泉分布
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部の青野川･南野川合流点付近に多くの泉源が集中して

おり音栄えたといわれる三条温泉のイメｰジを浮ばせ

るのに十分である.

次に昭和3!年の状態であるがこれは静岡県衛生部の

調査(地質調査所に調査を委託したもの)のデｰタであ

る.利用泉源35総熱量550×106ca1/min以上1泉源

あたりの平均熱量は16ca1/min以上である.これは

大正8年に比して総熱量1件あたりの熱量いずれも8

倍以上とたっている.分布(第8図)をみると青野川

･二条川の合流点付近は自噴泉が利用の中心とたってい

る･この時期は温水需要の半ばが噴とう泉を利用した

製塩業であることもあってポンプ揚湯が非常に少ない

(5弁)状態であることが特徴である.

そして現在(昭和45年)であるがこれは温泉組合の

調査結果をもとに作製した(第9図).利用源泉49

総熱量460×106ca1/min1件あたりの平均熱量9ca1/

m…nである.1件あたりの熱量はともかくとして総

ム

熱量は昭和3!年に比べてその約85%に減少している.

測定精度の問題があって実際の減少の程度がとれ位が

はにわかに断定しがたい.しかし現在はポンプ揚湯

が多くなっているので産出能力が限界に来ていること

は容易に想像カミつく.また泉源分布をみると西部の

自噴帯と中央部のポンプ揚湯帯とからなっており東部

の“三条温泉"はほとんどその姿を消したわけである.

10.むすび

以上述べたところを要約してみると下賀茂温泉は温

室農業の発展に伴って大正9年から昭和16年にかけての

30年間に泉源開発が行なわれ今日の状態がほぼでき上

った.それ以後は行政指導などもあって泉源の状態

の根本的な変化は起こっていない.昭和45年現在の利

用泉49のうちの約3/皇にあたる36弁は昭和13年以前の竣工

したものでこれらは井戸の年令としてすでに32～50年

となっている.､新井の掘さくが盛んに怒ると浅い泉源

には著しい泉温低下をひきおこした.しかしその代り

↑

第8図

冊和31作σ)利用源泉分布

黒丸は自噴泉
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下賀茂温泉全体としては産出熱量は7～8倍に増加し

これがとくに顕著な衰退もみせることなく30年以上続

いている.

開発によって得られた熱量が開発以前の何倍になった

かについてはワイラケイ･アイスランド4～5倍;

ラルデレロユ0倍;カイザｰ170倍;などの数字が示

されている.この点下賀茂では7～8倍の数字が出た

ことはほぼ妥当のようにみえる､ただし下賀茂の場

合は開発といっても井戸の深さは100m未満のものカミ

全体の約70%を占めているのであるから(第10図)ここ

の“開発"はまだその初期段階にあるといってもよいで

あろう.

以上ながながと下賀茂温泉の開発に関連する古い記

録を紹介したのであるが最初に意図した温泉･地熱開

発の環境地学的分析にはまだほど遠いものがある.

しかしこの種の研究はこれからというところである

から今後の発展の一助にでもなれぱ幸である.

(筆者は環境地質蘇長)

謝辞温泉開発のケｰスヒストリｰの問題は筆者が一･昨年環境

地質課というわが国ではまだ耳なれない名称の課に配属になっ

た頃当時の課長であった松野久也現応用地質部長から示唆さ

れたもので同氏からは本文の校閲もしていただいた.本文

に引崩しあるいは借用した資料は下賀茂温泉の福田最主人渡

辺栄氏および下賀茂温泉組合事業部長渡辺権氏のお二人の御援

助によるものである.また国立衛生試験所小幡利勝博士から

は温泉に関する古い文献について御教示をたまわり写真複製

には正井義郎技官の御援助をいただいた.以.トの方序に厚く

御礼申トげる.
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随里.程勿

_PC逓汚染とその分析法

カナダ農務省Vineland研究所農薬研究グルｰブリｰダｰ

千葉幹雄著

PCBなどの“化学物質"による環境汚染問題を取り.ヒげた

解説書は数多く刊行されているがPCBの分析法を体系的に

確立しまとめたものはまったく恋かった.本書はこの要望を

三満たすものとして時宣を得た出版で下記のよう内容で構成さ

れている.PCB分析にたずさわる人はもちろん水･空気

･泥土などの分析技術者･研究者にとって格好の参考書となろ

う.
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主要内容

･PCBによる環境汚染の実態および毒性について内外多数のデｰタを

収集･整理(第1章)

･良県分析法(厚生省)大気分析法(環境庁)水･底質分析法(通

産省)などの公定分析法を模式図入リで解説した便利な実習書(第

2章)

･残留農薬分析のベテランである著者の経験を活かしたPCB分析実施

｣二のコツと問題点を明解に展開(第3章)

･今後のPCB分析および毒性試験の動向を捕摘(第4章)
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